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製材事業K於て 目立技術が重大友る役割を話す事は今更云ま迄もカ!~い事であるが従来の目立

方法は一般に経験のみに依る事多く理論に乏しく従って警逓性が先!(-いのみならや之が習得並に

備
附

主主口Ilr 手1!;IJ 

目立工養成上至i~f[，で‘ある。首地陀於ては経験の目立技術より耳目論的注目立技術への研究を話 し

てゐ るが共の一端と して目立器具の改良試作及趨合関係の調在成績をさえに招介せんとするもの

自動帯鋸目立機の鋸菌型記録装置1. 

である 。

旨要

自動帯鋸i目立機K依って所要の鋸蔭i型を作成せんとする場合， 1 目立機のカムを種々に調節 し

希望する的型の現る~ ~主主E際に鋸身をおFF臆する必要があった ， 従って共の問鋸身は徒らに研磨

消耗せられ不経済極まるのみ左らや， 11こl立工が充分な る観察の結果に依ら宇、してカムを fJïJ り直

せし話 ， 遂にカムの調節l乞依って lllで来る歯i型を全く混乱に陥らしめしととも珍らしかちゃ ，

依ってカム の調節によ り得らる L 各J白の昔話当日 を何等かの方法に よ り直接記録するととを得ば鋸

Tv'1 陸作業の賢行に首り 至fl;Q "主るのみならす・惹てはカム の形i伏共の もの L 研究にも 多大の利益あ

徴

るととに着ru~ し設に本装置を考案せるものであ る。

特

操作方法極めて簡単にして正確に歯型を夕、n り得るとと 。( 1 ) 

何れの目立機にも取付け符らる L とと 。

排出簡単K Lて容易に製作を1.0し得べく

構

( 2 ) 

( 3 ) 

従って憤俗極めて低廉なるとと。

謹

本装置は別祇園聞の通り木製記録停と砥石型ゴ

ムとよりなる極めて簡単なる も のにして前者は下

記要領に従ひ手製し後者は墜輩j羽泊 ゴムを砥不i lliî

の形flkK型取り て切ればi良い。

記録梓の会長 A は大関砥有の*俸に帯( 1 ) 
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~~~iの幅を力11へたる f\í:で良い。闘はTllt石斗王将1五IIHV}$h\六吋の場合の例である。

(2) 寸法 B は砥石軸より鋸の厚さの二分のーと砥石ゴム露出部分の高さとの手l店主引き

たるものにして大関七粍位にて上 L 。

( 3 ) 寸法 C は 11 :>'i:機の前部活りピンが引懸らぬ純度の庚さを必要とす。

(4 ) 寸法 D は frlげrW! ゴムを挿入する百年明， QPち眠干[の厚さと等し< ，滞の深さは約三粍

とす。

( 5 ) 寸法 E は D の約二俗とす。

使m L;;':.れる町千[が町[型の場合は記掠拝を 111Jげて製作するか又は収ー石型ゴム押入市を f頃剥

せしむれば良い。

使用方法

( 1 ) 或る曲目 1に到する各種歯型を記録せんとする場合は，先づ共の曲目 iを持つfJ?釧身を円

エf:機に懸く，此此Aの，;市1作?矧鼠卸lfi身は犬れlにこ!!附!ザ山J占l られたる記5鈴主川紙を一白歯tlJ!距ド巨:づづ、\ i詰主らせる1勾1νUの)è京♀主剥;河1板淀引lに亡逝

ぎざざ、る il，故!L吹'i{J:.文U苦世官曲li川i

( 2り) 記録f川IJ紙を 'i市1将?持矧~1，針鉛~i官~-11身に趨首却iに乙!貼!ザ治Jおi り付くしo (!，ド附iî，而叫f品礼A司l 一伯而i若参表きゑ，照)

( 3 ) 石氏干{を外し記録梓を趨営 iこ T!lI:石軸 l乙挟

み(同国[参!!(\) r\' ， IJtす。砥石車11，同特訪問子は

外し置く。

(4) 砥石型ゴムにスタンプインキを塗り，

i限く記録最r~へfll'し叶て置く。

(5) 助手は千四jにて静かに侍勤誹J:ij!を同特

す。記録梓は上下し，記録用統!こは一官~i~fi

づ L 移動して由主I.!が記録せらる。

(6) インキが注Ij lにて薄くなりたるときは記録梓が!二に昇り.主主りピンが後退して Ilfぴ、選

り 11\すまでに刊く飢が停止する時間あるを以て共の時記録梓

を共の(主拐げ，インキを塗布す。

( 7 ) 特に芭rífkðí~のみを検討するが如ま場合は!i;，\!の如き鉛2医師

入孔に鉛筆を挿入して用ふれば{更でるる。

成績

( 1 ) 自動帯鋸円立機のカム提置は普通二組あり，故IC共の内

の一つを共の陸にして他の一仰に元同の如き目盛を附し各日

曜をカム軸に附したる規増税 AIこ合せたるとき如何なるI自

君'!が 11'，るかを記録に取り世けば明主のカム装置上り 11'.で来る凡ゆる的型が判明する?事で従

って一度記録を取り置けば後は只 IH告を合せる丈けにて希望する苗m'lを作成するととが 11'1
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来る，然して班点のカム装置上り IHで来る幽引の rll iこ命的のものが得られさ、る場合は始め

てカムを削り山ずか又は新規の型を購入すれば良い。

(2) 本装置は又カムの11ヨ}U(を検討する場合l乙千J放なり. fíilJへば現在のカム法世より件らる

L 歯型に希望のものなき 10カムを削り直す場合 I C. }jきでは，歯i型を検討し乍らカムの形JIたを

修正するととを件ぺく又新規のカムを購入するり合l亡於ては木製カム民型に{{くってtitil釘I'J

に形t1kを検討するととが In来る。

( 3 )本装置在施の高山県 .11立を行ふに泊り:fIj己点ずる的現I.!が機械的に得られ都知fl:J-.の作業

能率並に鋸身のがE1yltJ二 lこ片‘しき放県を鷲らせると共に 11 )'，:操作の進捗に寄JJiJする店It同通ら

や， fJ~r市鋸n JíIJII)'r:機製作者が本設置に依って抗せらる L 店亦;たなるものがある"

I1動指飢汀立機，j)効11立I担日己T.Î.:}!j吉正'(1

i
J

出
0
1



41? 錫・U :,'t: 1t.i 具に就て 100 

製作

前記の如く本校世は rucc又は一般指物r:，[Jの一千製そ以って込り，イ呼21F特別の製作技術を裂し

ない。

2. I テンシヨンゲージ」と其の型紙に就て

帯鋸の腰入(動i断を良好ならしめる箆め鋸歯lと緊張を ~i~へる目的を以て卸身の略々 ql央部を

frIl張せしめる作業) Iこ使nJずる定規を「テンシヨンゲージJ(俗l乙 JJ要入定規)と言ふ。との定規

lま片側が岡孤D一部にして他側は直線である。|亘If瓜の直何は JJ要入の量の大さを去はし，(ff慌の

大なる杭)煤入の全は少いとととなる。邸ち直行~ 42 I火は樹皮， 30 ~尺は中日f， 24 吹は制度のJJ嬰

入I乙使川せられる。主~規の長さ 5 吋のものは餅幅 5--7 lI .j-に， 3 1I.j-のものは鉛附 3-5 lI.j- fこ越

川せらる。従来の腰入定規は各自の経験によって作製し荒の衣示なく，又一定の規i~~ もなき故

一般の多数の定規を粉制制在せる結県三阻の基準hii規を作製し型紙として r I:1/:工の/J要入量の基

ií'\定規作製vc:f更ならしめた。

24 吠
30 吠 42 吠 24 吠

30 択

一一一」 J 
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各種の摂入定規(首地的付)

2議後

調書

ハ!ぃ 繋室内汽繍い

ム山霊薗臨書壇園事鶴間

11-‘、、
読書E

3. 脊盛定規(パックグージ)

日世話の r~1立作業に於て知背に少しく lljl びをJji].へる 'H を到JjのTf!，，;)t (パック，クラウン ， Tf を盛

る)と揺しとれに使川する定規を脊盛定規と郁す。

脊盛は!阪入機 C{ljl強機 ストレツチヤー)を使liJずる。

1.脊盛の自的

イ 強材時l亡歯先泣くの部分が木材の鋸断l乙依る作熟の~め{IjIぴて弛む事の1!I[;い椋にする詩

め7象め卦i背を {Ij' t 工す。

ロ 鋸車のi百が使IiHこ従ひ前方(俳;歯先0:の悦る古|枝子)がW'fj，戒して!以-入のみでは歯j\jこ充分

なる緊張カ~J;líJへられないので鋸背を{fj'ばす。

背広 Jiょ規

(イ)普通製鮮語±世竺三一辺通

(17) 改良i['1

2. 脊盛定則

1作過のw盛定規はl品lの(イ〉で・(一般に使11]せられてゐるのはもっと簡易なものが多い)あ

るが目盛が無く脊:訟の金を!蚊的に去はず事が H'，米ない。

Jl::規の l長さは 2-4 尺であるが 3 パ (90 和'IDを許:jffi とす。 j凶!の(ロ)は?;t地試作のYý-盛定規

であるが (f伽卸会粍のパア戸ニヤで却すととが腕るその長さは 3 J~(90 糎)である。
3. 脊盛の量

脊盛の:id:は製材機械鋸の 14立及製材のfúZf'I'等 l乙{]Jくって決定すべきであ，るが試験の結洪に依

れば官官 01こでも製材は 11'，米る然 LJl:のけI'I'.Jから考察して各工場にて辿:fl_(を決定すれば良い。
15 

73地では長 90 糎の定規で・20粍迄で・使川してゐるが背盛は少しで"1ftめばそれに越した事はな

ν、。



帯鋸目立君主兵に;坑て jﾖl 

4:. 鋸目立用楼出器に就て

鋸の歯振をI設 /:P，に使nJする器具であるが輸入i!?Iで・ある i刻係J-.4"，稿が確立せや叉使月Hë\捺し犬

さと鋸厚K到する泌i合閥係 も!明瞭主主 らざるに付き 三五く に之等ーにl鈴l し少し辿べんとす。

1. 各部分の名栴(撒I:P，器 ， スウェ - ~ Swage) 秋木型に依る。

イ〕器鵠(1 8) ロ) 股W~'!ダ イ d i e (20) 

ハ〉金敷〔金敷 (21 ) 上ネ ジ (6) 横ネ ジ (7))アンピJレ a 日v il

ニ) t喪出停〔梓 ， 木部 ， llit付ネ ジ ，ナツ l 及愉(7，抑ネ ジ ( 4) 誘導ネジ( 5)及愉(2)(3))

ホ〉 段型停止 CJJ~金( 1 7) ネ ジ ( 18 ))

へ〉幽受鰹〔閥( 14)及取付ネ ジ (1 5 )11命( 16)幽交金及ネ ジ ( 1 3 ) ナット (12)

ト) 鋸抑伴〔得木部付ネ ジ ， ナッ ト及輪(9)ナット(10 ))( 11 )及ネジ(1 0))

チ)鋸抑止ネ ジ(1 9)及抑ネ ジ( 22)

営苦

h115 ~ " f, r.: 

ρて、

'‘ 

τ百七百でア十-;---， で:-τγ
大 さ ωI 3.0 I 3 - ~ - 2.5 ¥ 2.5 ~ 2.0 , 2.0 I 2.0 - 1.5 

" (p j)ムムムとことはU_i_l_i-= 会
3 1変出君主の大さ と昔話販の麹合

大 さ 3.0 2.5 2.0 1.5 

名 型| 中 型 型 特 型

3 _ 1 1 1 1 7 7 ] 

歯 1� - J2 1i ~ 11f 1ー4 ~マ 8 ーョo 戸、， ー一2-
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4. 擢出器の操作法

イ)金敷の上及杭ネジを絞める rJ)援HH~'~が恰!丘<J;:放のjfJ を泊る相度lて調節する ハ)扱

tlI!停を廻輔して金敷と j投川型!のJ定制を担?:?ならしめる ~)全般のー 1-，及横ネジを締める

ホ)接11'，器を鋸Jて乗せる へ) t受/11，1'1手を下げる ト〉釧受i臨11: ネジを絞める チ〉金敷をÜì

二ITP~iこ合せ般11\型を l也JI(1<に合せる リ〉鋸抑梓及_fJ，'f抑交を合せる ヌ)歯交を介せ~~，JE支棋iLII:

ネジを新fめる ル)岐11'1 十IÞJI二を司1'0首1ずる ヲ)卦HJIWl'-でN~/I'，日比を針iへおìiめる ワ ) 'JJi /1 1，梓を

股出型が金敷の買:J-.1こ来る迄廻す

5 使用上の注意

イ〉厚卦iiこ*/11い援 11'.悼を使川すると折損 L 品く且的阪が良く IH ない

口)歯距の小さいものに太い援!111器を使 FIJすると l自転が良灯nない

ハ)歯Iä~が同一でも的31!に依って迎合ずる按/1\器を使川しなければならない

ニ)歯背f(jfこ主JL金般に合せるには金敷の止ネジの角度を ll'iì背ffjに合ふ桟角度ìJ[1J定時でil)，/，J色li

すればよい

ホ)小さい的振を/1'，すには仰の小さい偏心度合のノj、さい牧民の般J1 L!fiJ. を使IIj 1~1引きを少くす

る

へ)大きい歯院を川すには仰の大きいimH~、度合のー人ぜい側11の!如1'1却を伎町し{引きを多くす

る

5. 鋸H立用援揃器に就て

}lriの歯振を般市してから之を.JfjÍjへるに使トIJ する部よしであるが輸入品である闘係 I ，.t， tí~ :v河!tfJ.L:

せや叉使加に|在し大さと到引'!Iこ到する迎合側係も lり JI庇ならざるに付き次に之等fZ:: I&J し少しくた!主

べんとす

1. 各部の-r， tí~ (捜揃~It.~ シヱーノ~- Sheper) 伏木星りと(kる

イ)時間 (17) ロ)援活型! (6) グイ die 

ハ)捜型支持〔館(7) 持出Illi.Hネジ (3) 支持ネジ (5)(8) 訓色íí ピン (+)J

賞与
Fマ



，fii 泌 II 、'r 泌具に ;J~t て 10!) 

ニ)幽'支〔間(1 8) 時間Jf:d・l ネジ (14)愉(15) 及板 (16) 訓節ネジ (7)( 10)( 11 )ナット(12) 

愉(10) 及ピン (21))

ホ)凶ÌJI:( 1)及ピン(2) ツースヂージ tooth gaugc 

へ)能型j:!~ C枠二本古lIlrx.Hネジ，ナット及的(20) ネジナット (13))

ト)般型 11:ネジ(19)

2. 股.Jij'ú 日JJの大小と ~1"iJ立の迎合

鋭! Jf'r (若干) 18 _ 19 20 - ~2 2:3 -出

名 h耳 大 型 ;!~~ ?旦

J授 1刊 jlJ I(え 1.5 - 10 J:] _ S 8 - G 
..眠・・・・・・固・也-・周司圃・回開-司目・・-岨F可".・-署F開・-司..胴-可守司・，-‘・-ェ，唱同国F司戸司-帽開問圃凶匝・・・・旬院・-

3. 披J前立与の扶1'1，μ;

イ)肢.1fi'-!_'I ，ネジを絞め加の!立さに肢主'_jと幽交の II lJ pl;~ を制節する

ロ)披型!訪日出ピンで幽の 11'，に上り控1~'J と幽交の1&:-ù白を訓白iする

ノ、〉長主主'!梓を p;] く ニ) {mfl告を飢 l乙乗せる ホ )JJT11ザf を処!して lちi阪を州jへる

へ) }也前~V'))-:/J 、 lこより]i\;i'X:閉じ!を一 l二下及前後に逃ませる

4. 1J!. 11U二のÜ.む

イ ) :)~X型のf(J J.iが ~;IIり 'i(j!lj ， 1 :及的fMに釘し大き過ぎると曲f}J訪~i'rJíjはない

ロ)悦fll!の f(J J1t より歯止のfrJ!!.品川、さくないと股引の到きが良くない

ハ)未熟x-はI出，1:1乙 jlli を灼i・1のfif:世に，1:め十JE芝韮'!との 11\]1乙入れて.Jlî'fil L払いから歯止を t~!t J;， h

して 1J!. 1 1J -r ると lミL 、

6. 帯鋸緊張量測定の民力言\-

J;~lj;lúの民日l~'if~= は ~~Jlf} :J) ')11 ~さの ~nマバ{lÎ l ，;'j (.¥.J 1こ於て何倍lilこ上る抵抗lこ到し先ヲトなる緊阪を91jふろ必

泌がある υ 存在る lこ従米との!長引!と!日;の ìlllJÆ告白 i乙〉ヒ査なるものがJ!!~ き1.1め tMfrkなる ìJ!IJJ.iょが 1~I'J能

にして従って ~;ll7Á~Jlf:'の ~?~1?~:1_tもiIti 11-: ぷりとく憾みがあった。j:;;;J!士山地，tM'!'の，出j;I，，}緊~1~'-:1:~ ì JllJJとの民 }J

計であるが::1 1.ごの使川訟は-)~のiWりであるコ

議鋸緊張主主張プJ 長|
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値lの鉱交ロ {ル A ， C を製材般i'C~長られたる帯鋸のー聞に鋭lll~ ロ戸ル B を仙耐に?1;たる J践

に張力計を縦K装世し(との際 A ， B ， C の線が鋸の長の紘に平行なるとと ) A , B , C の ロ

~ }レが鋸身に微かに按幽する |緊張力係数 I~I盛盤 E の持針が O を示すtJii'C指針の抑へネジ H

反調節ネジ G を以て við首j をnす(との|緊張力仁!盛慌 F の指針も O を示す〉張ゴJ係数日成盤

fとニ担あるのは針のl享 1 9- 20 君子と 20-25 呑とで使mを別にする危である。 との日盤の 0， 3, 

2, 1 は 0 始貼でるるが 3 以下は係数で張力目盛盤 F の指針が示した目盛にとの係数を乗じて

山際の張ブj となる。三たぎ陀張力測定はハンドル D fCて C を廻し B を以て鋸をmし係数指針

が 3 を示す迄廻す然る時は張力指針のr=Hをの 31与が~f際の張ゴJである (油田~~式でる る〉係数の

1Jë:ひ方は張ゴJの l旬、い場合は 3 を使用 [ 扱くなるに従がって 2， 1 を使)'!jす るか脊迫は 3 を使)-IJ

して良い。
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if? 鋸目立.器具に就で

唱

G 
Jト烈

111 

¥¥ 




